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は じ め に

現在のところ､天然における､アワビ浮遊幼生の発生､着底機構､稚貝の移動､すみかなどについて

の生態的な知見は甚だ不充分であり､このために､アワビ増殖事業を進める上での障害となっている｡

そこで､今回は､先ず小型椎アワビが生息していると思われる場所を2カ所選び､どのような環境条件

のもとにー椎貝が生息 しているかを調査 し､次いで_その 1ヶ所に人工採苗稚貝を放流した｡放流効果

については次年度調査の予定である｡

Ⅰ 漁 場 調 査

調査場所 ;下北郡風間浦村下風呂､三戸郡階上村 (第 1､ 2図 )

調査時期 ;下風呂 昭和51年 7月 6日～ 8日

階上村 昭和51年 7月29日～31日

50,000第 1図 下北郡風間浦村地先の調査場所
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(1) 下 風 呂 地 先

下風呂地先の 3カ所において調査をしたが､覇 南された惟アワビは､岩礁の切れ目､くぼみなどの

中に､固着 しているのを観察した｡日没後では､その岩礁の切れEj､ くぼみなどから出て､その上を

這っているのを観察した｡しかし稚アワビの採摘されノた数量には大きな差はなく､夜間調査の効果は

特になかった｡

第 1表 下風呂地先における調査結果

詞場査所 調地査点l 水深(m) 底 質 】17 ,raf:i-.生物の種類 アワビ1年貝 アワビ2年貝以上 備 考3倍 物 動 物l 採捕敬 珠の捕殻時長 採捕敬 採の
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2へー′3.5 17 昼夜による調査夜～ 10個昼～ 7個(註 )第 2表 階上村における調査結

果調場査所 調地査点 水深(m ) 底 質 底生生物の種類 アワビ
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3 4.0へ-′ 砂 疎 ワ カ メ エ ゾ ア ワ ビ 6 [3.9′､■′
6 年令査定により7.0 岩 礁 ヽヽコ ン フ 上汐ムラサキウニ 1iー



海藻では､ワ･カメが主で､石灰藻が少し見える程度であった｡底質は､転石地帯で岩礁が点在してお

り海底形状は凹凸がはげしく､海底部には 1- 2mの転石があり､海藻の着生はあまりみられなかっ

た｡椎アワビの採捕にあたって も凹凸がはげしく､採捕は困難で採捕 された稚アワビも小型のものが

多かった｡

(2)階 上 村 地 先

階上村地先の 4ヶ所において調査をしたが､採捕 された稚アワビは､砂際の下､岩礁斜面､岩礁の

切れ目､などに多 く観察され､海藻については着生 した場所にもー逆に着生 していない場所にも稚貝

が観察 された｡海藻ではコンプ､ワカメが主で､採捕 された椎アワビも､ 1年貝で､殻長､ 1.9-

3･1cmと大型なものが多か った.底質は砂樺地帯に岩礁が点在 してお り､海底形状は凹凸がなく､椎

アワビの採捕が容易な場所と思われる｡

以上の結果から､今年度の

第 3表 階上漁業協同組合における部落別水揚実績

(単位 .'kg)

年 次 大 蛇 荒 谷 追 越 木神 遺仏

小丹波 計昭 46 2,067 1,193 1,048 902 304
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第 4表 下風呂漁業協同組合におけるアワビ稚貝採捕数量及び供給数量放流は､階上

村地先に実施

されることになった｡尚､第 3､ 4表

に ｢階上漁協アワビ水拐実績｣､ ｢下風呂漁協アワビ椎貝採捕数量及び供給数量｣を示 した｡(単

位 :個 〕年 次 総採捕数量 供 給 ま た は 放 流 数 量地元放流 佐井漁協 三 厩漁 協 脇野沢漁 協 小 泊漁 協 易国問漁 協 函 館J漁 協 干葉漁協昭 43444546 】 73,62781,638112,627E 114,744 73,62781,63846,42739,144 1

7,00015,600 19,60012,000 20,4008,200 15,700iIl!1 2,800 16,800 29,60039,6004748 】 152,872130,649 70,25

255,319 I 7,62060,530 34,3004950 43,75825,783 2,3585,783
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Ⅱ 人工採苗 ア ワ ビの放流試験

放流場所 ;階上村地先 荒谷 A､ 追越 B､ (第 3囲 う

放流時期 ;昭和 51年 11月 22日

材料 および方 法

(1) 放 流 椎 貝

放流したエゾアワビ椎貝は､日召和51年 4月に当センターで人工採苗 し､水槽内で主 として褐藻類を

用いて飼育 した椎貝 (1.0- 2.4C7n)である.放流稚貝の殻昌組成を第 4図に示す｡

追 越第 3図 階上村地先における放流

場所 50,000(21 放 流 方 法椎貝の運搬および放流は､昭和51年11月22日に行なっ

た｡運搬にあたってはカキ殻に椎アワビを付着 させ､スパゲッテ ィ- (充填材 吊こ椎貝をくるんで (30X50X

15(J7n)の木箱に収容 し､自動車で運んだ.その間約 3時間を要 した｡放流に当っては､スキュー′ヾ潜水によ りカキ殻 ご

と海底の半径 2mの範囲にば らまいた｡

放流直後 の観 察結 果(l) 荒 谷 伍)放流 した翌 日､放流員の生息状況を観察 した｡放流地点

に多 くt 3m四方に分散している程度で､お もに岩礁の下に多 く見 られた｡死殻は 2- 3個程度で これは放流の際
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第 4図 放流貝の殻長組成の ものが イ トマキヒトデに捕食 されたものと思われる｡ 22

23 24 t7rZ)(2) 追 越 (B)荒谷地先 と同じく放流地点に多 く､3/7凋方

に分散していた｡放流貝はおもに樺の下に多 くみられ､死殻は

2- 3個程度で､砂 ヒトデによる捕食を観察 した｡考椎アワビの放流において､放流椎貝はその大き

さが 3cm以上であれば放流後の歩減 りが少ないと一般に言われている｡今回の放流椎貝の大 きさが 1.0c

m- 2.4mであったので､放流後の歩留 りが悪 くなることは充分考えられるoこの点については今後

の追跡調査によ り､放流地先の海底地形､餌料 としての海藻-害敵生物の生息等を考え合わせて検討す

る必要があると考えられる｡今回放流区域に選定した荒谷および追越の両地先は天然アワビの好漁場であ

ること､他地先/＼の稚 アワビ移雅のための採捕が行なわれていないことか らすれば一両地先における




